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B.自 由 研 究
Jiルプ7ルプミンよりみた霊長頬骨格筋の特性




















































読 :8頭､3-4歳 :7頭､5-6歳 :7頭､7-
10歳:7頭､11歳以上 :10頭)であった｡観察は
1日1回80分間行ない､接近 ･抜放反応の有無､
反応個体を30秒毎に記録した｡一般的傾向として､
終始高頻度で反応を示したのは1-2歳の個体で
あった｡0歳児の反応は呈示初E]にはあまりな
く､2日目以降に急増し､以後1-2歳児と同程
度の花反応率を示したO累椛反応個体数は3-4
日で17-li打ちとなり､7歳以上の個体はほとんど反
応を示さなかった｡また､母子､兄弟､同年齢の
遊び仲間などの問で田著な反応同期性がみられた.
以上を通じて､新奇な対象物が群れの中に受け入
れられていく際の基本的なプロセスを数量的分析
に基づいて明らかにすることができた｡
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